
【
今
月
の
暦
】
水
無
月（
み
な
づ
き
）

二
十
四
節
気

六
日   

　 

芒
種

二
十
一
日 

夏
至

六
月
一
日

令
和
四
年

（
二
〇
二
二
年
）

発
行
者

：

株
式
会
社
ベ
ス
ト
ク
ル
ー

〒
二
二
六
ー
〇
〇
二
一

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
北
八
朔
町
一
八
九
八
ー
三

連
絡
先

：

〇
四
五
ー
九
三
三
ー
八
四
二
二

M
A
I
L

：

i
n
f
o
@
b
c
r
e
w
.
c
o
.
j
p

発
行

：

令
和
四
年
六
月
一
日

第
〇
〇
〇
〇
参
號

【
水
無
月(

み
な
づ
き)

の
暦
】

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
月
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。旧

暦
の
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、現
在
の

季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

六
月
の
和
風
月
名
は「
水
無
月（
み
な
づ
き
）」で

す
。一
見
、「
水
が
無
い
月
」と
解
釈
が
で
き
ま
す
が

こ
れ
は
実
は
正
し
く
な
く
、本
来
は「
水
の
月
」と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。（
諸
説
あ
り
ま
す
）。

【
二
十
四
節
気
】

六
日:

芒
種（
ぼ
う
し
ゅ
）

稲
や
麦
な
ど
芒（
の
ぎ
）の
あ
る
植

物
の
種
を
蒔
く
頃
。

梅
の
実
が
熟
し
ま
す
。梅
雨
も
こ

の
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

二
十
一
日:

夏
至（
げ
し
）

一
年
で
一
番
昼
の
時
間
が
長
く
な

る
頃
。

ア
ヤ
メ
な
ど
夏
の
花
が
咲
き
始
め
、

暑
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

【
水
無
月(

み
な
づ
き)

の
旬
】

ス
ル
メ
イ
カ
、カ
ン
パ
チ

平
政
、鱸
、

鮎
、山
女
魚
、ニ
ジ
マ
ス

雲
丹
、岩
牡
蠣

魚
介
類

：

スルメイカ 雲丹

鮎

ら
っ
き
ょ
う
、生
姜
、ピ
ー
マ
ン

ゴ
ー
ヤ
、ジ
ュ
ン
菜
、冬
瓜

オ
ク
ラ
、サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

野
菜
類

：

オクラ

ゴーヤ

季（
す
も
も
）、青
梅
、バ
ナ
ナ

無
花
果（
い
ち
じ
く
）

甘
夏
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

果
実
類

：

バナナ

無花果

【
水
無
月(

み
な
づ
き)

の
色
々
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

・
所
得
税
予
定
納
税
額
の
通
知（
十
五
日
迄
）

・
同
減
額
申
請（
七
月
十
五
日
迄
）

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

・
普
通
徴
収
に
よ
る
個
人
住
民
税
第
一
期
分

・
住
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
納
期
の
特
例
分

　（
十
日
迄
）

今
月
の
祝
祭
日

六
月
は
一
年
で
唯
一
、祝
祭
日
の
な
い
月

で
す
。

今
回
で「
か
わ
ら
版
」も
第
三
号
に
な
り
ま
し
た
。

緑
も
目
に
眩
し
く
、夏
日
や
真
夏
日
に
な
る
こ
と
も
出
て

き
ま
し
た
。六
月
の
声
を
聞
く
と
梅
雨
入
り
の
時
期
が
気

に
な
り
ま
す
。

旬
の
ゴ
ー
ヤ
を
使
っ
た
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
、昔
は
苦

く
て
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
で
は
頻
繁
に
食
卓

に
上
が
り
ま
す
。

【
編
集
後
記
】


